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ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー 単 独 の 場 合
(CASE1)を比較対象として，空気層を設
けた場合(CASE2),スチールシャッター
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ヒー ター OＮ 0０※実触日により.ヒーターＯＮ灼伴の崎期１１若干貝むる
F ig .4D iﬀerencebetween indoora i r temperatureF ig .5Changesofamountofheatﬂowonstee l
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(b)Section
Fig.６Planandsectionandmeasurementpoints
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( b ) 計 測 点 ④ ○ ( d ) 計 測 点 ⑭ 通
※鳳実腺は室温.灰実轍は相対沮鼠であり,いずれも絹いほど計測高度が高い.点線は外気温を示す，






















































1 ２ ０ １ ２ ０ ” ０ １ ２ ０ １ ２ ０ １ ２ ０ １ ２ ０ 】 ２






















































































































- ⑨ 温 度
一一一⑩温度
一 ⑪ 温 度
- ， 温 度
- ， 湿 度
一一一一一外露恩
一・一金塵罰墨
一 ⑨ 温 度
一 ⑯ 湿 度
一 ＠ 浬 度
- ， 湿 度
＠浬度






時 刻 ( 時 ） 時 刻 { 時 〉





























































































( c ) 畷 房 運 転 シ ー ト 有 り （ ⑩ 暖 房 停 止 ｼ ｰ ﾄ 有 り
０ ５ ユ ０ １ ５ ２ ０
放射温度(℃）
※各画像左下の点a'bは金属部品製品の表面を示す．
F ig .１0The rma l imagesacqu i r ed i n f ac to l y
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飯野秋成・近藤拓也
3.4[W/m21q,空気層に向く両面にアルミ箔を貼った場合に約0.7[W/m２mとなった．
2）新潟県小千谷市内の金属部品工場において，冬季休業期間３日間の室内外の温湿度の
分布と，室内の熱画像を時系列で収録した．計測期間中に金属部品製品の表面結露は
発生しなかったものの，シャッター付近に保管された製品の表面温度が近傍の室温に
比べて約1.0[Iq低くなった．また，シャッターの室内側にシートを設置することによ
って室温の低下は緩やかになるとともに，室温に対して製品の表面温度が大きく下回
ることを防ぐことができた．
謝辞
調査・実験にご協力をいただきました，小千谷市の金属部品製造会社Ｄ社の大平様に厚
く感謝申し上げます．
注
シート設置の困難さから，当実験AppendixtablelEstimatedresultsofheattransfer
においては建物の壁体内に設けcoefficientonsteelshuttersurfacesfacingairlayer
られる一般的な空気層の厚さ（２０
̅40[mm})に比較してやや厚み
がある条件となっている．
空気層内における気流発生の影
響を把握するため，空気層を向く
面の熱伝達率の算出を試みた．付
表１にその結果を示す．なお，空気層を向く両面の熱伝達率はともに等しいとし，ま
た室内側,屋外側の熱伝達率は室内外の気流速の関数として推算している．このとき，
CASE2の熱伝達率に対し,CASE3は約21%,CASE4は30%,CASE5は約9%となっ
た.CASE2では室内の暖房の影響を受けて，空気層内に上昇気流が少なからず発生し
たと考えられる.CASE3,4,5のアルミ箔は放射熱伝達を抑え，またシャッター側の表
面温度の温度上昇を防ぐ効果も重なることにより，空気層内の空気の温度上昇を顕著
に抑えていることが推察される．
1）
2）
1７．６ 3．７４
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